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1. 当該年度の研究目的 

本研究では、ペプチドアレイの臨床分野への利用を目指し、近年、生活環境の変化などにより問題とな

っている食物アレルギーに着目し、アレルゲンエピトープ解析を行うアレルギー検査法の開発について進

めている。抗原タンパク質のアミノ酸配列に基づいたペプチドの合成およびペプチドアレイの作製により、

患者個々において詳細なエピトープ情報を解析することが可能である。前年度までに、患者血清 10 µｌを用

いたペプチドアレイの短時間解析プロトコールの標準化を行った。本年度は、ペプチドアレイを用いたアレ

ルギー病態および治療経過の把握を目的とし、実際にミルクアレルギー患者の治療に伴う症状変化により

患者を層別化し、ペプチドアレイを用いた IgE 抗体および IgG4 抗体エピトープの同時検出を行った。 

 

2. 研究の実施状況 

 ミルクアレルギーの主要抗原 6 種類のタンパク質のアミノ酸配列に基づいたペプチドアレイを作製した。

医療機関と連携を進め、ミルクアレルギー患者血清をご提供いただき、ペプチドアレイを用いた IgE 抗体お

よびアレルギー陰性化に関与することが示唆される IgG4 抗体エピトープの解析を行った。個々の患者にお

いてアレルギー反応を惹起する上で重要となる配列を明らかにすることができた（図 1）。また、取得した抗

体認識エピトープ情報を詳細に解析することで、患者群に特徴的な認識配列および抗体結合パターンの

変化が明らかとなった。これより、ペプチドアレイを用いた臨床

サンプルの解析の有用性が示唆された。 

次に、ペプチドアレイを用いた解析により得られるエピトープ

情報を細胞レベルで検証するため、２つのエピトープペプチド

を１スポット上に合成するスキームを構築した。ペプチドアレイ

上でのアレルギー反応に伴う脱顆粒応答を検出することが可

能となった。 

             図 1 ペプチドアレイを用いた解析例 
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計１件 

大河内美奈 第 18 章 4節７項「微生物を利用したバイオセンサ」を分担執筆 電気化学便覧第 6版 丸

善株式会社、2011 年 
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出願・取得状

況 

 

計 0 件 

（取得済み） 計 0 件 

（出願中） 計 0 件 

Ｗｅｂページ 

（ＵＲＬ） 

http://www.nubio.nagoya-u.ac.jp/proc/index.htm 

国 民 と の 科

学･技術対話

の実施状況 

(1) テクノ・フェア名大 2011 ミニシンポジウム、2011 年 9 月 2 日、名古屋大学（豊田講堂）、政府・

自治体関係者、中部地区の経済界及び企業の研究開発担当者等、約 1,100 名、工学研究科内で本

プログラムに採択された先生方 5 名とミニ講演会を開催した。  
(2) 名大若手女性研究者サイエンスフォーラム 2011・女子中高生理系進学推進セミナー2011、2011 年

11 月 26 日、名古屋大学（ES 会議室）、中部地区の女子中高生・保護者、学内女性研究者、約 110
名、特別講演およびポスターセッションによる若手女性研究者の支援・交流および女子中高生へ

の理系進学の推進。 
(3) 実験講習会、2011 年 8 月 10 日、名古屋大学（工学部 1 号館）、津高校希望者、10 名、酵素インベ

ルターゼによるショ糖の加水分解と分離に関する実験を行った。 

新聞･一般雑

誌等掲載 

計 1 件 

中部経済新聞、2012年1月10日、研究現場発「ペプチドアレイを利用した解析～機能性分子探索やアレ

ルギー検査法構築」 
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１．助成金の受領状況（累計） （単位：円）

①交付決定額
②既受領額
（前年度迄の
累計）

③当該年度受
領額

④(=①－②－
③）未受領額

既返還額（前
年度迄の累
計）

113,000,000 70,974,000 0 42,026,000 0

33,900,000 21,292,200 0 12,607,800 0

146,900,000 92,266,200 0 54,633,800 0

２．当該年度の収支状況 （単位：円）

①前年度未執
行額

②当該年度受
領額

③当該年度受
取利息等額
（未収利息を除
く）

④(=①＋②＋
③）当該年度
合計収入

⑤当該年度執
行額

⑥（=④－⑤）
当該年度未執
行額

当該年度返還
額

69,380,482 0 59,349 69,439,831 54,803,055 14,636,776 0

21,292,200 0 0 21,292,200 17,075,245 4,216,955 0

90,672,682 0 59,349 90,732,031 71,878,300 18,853,731 0

３．当該年度の執行額内訳 （単位：円）

金額

53,209,861

543,200

662,862

387,132

54,803,055

17,075,245

71,878,300

４．当該年度の主な購入物品（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

仕様・型・性能
等

数量
単価

（単位：円）
金額

（単位：円）
納入

年月日
設置研究機関
名

GEヘルスケア製
TyphoonFLA9500BGR 1 13,235,250 13,235,250 2012/3/7 名古屋大学
DSファーマ製
POWERSCAN4BT-
H4LFPT

1 8,457,750 8,457,750 2012/1/23 名古屋大学

武蔵エンジニアリ
ング(株)製

1 6,279,000 6,279,000 2012/2/7 名古屋大学

ライフテクノロ
ジージャパン

1 2,457,000 2,457,000 2011/9/6 名古屋大学

島津製作所製
UV-2600

1 2,173,500 2,173,500 2012/3/26 名古屋大学

Fluigent
MFCS4C-1000

1 2,090,760 2,090,760 2012/3/7 名古屋大学

三洋電機(株)製
MDF-U500VX

1 1,776,600 1,776,600 2011/11/8 名古屋大学

島津製作所製
RF-5300PC

1 1,481,550 1,481,550 2012/2/21 名古屋大学

リアルタイムPCRシ
ステムアップグレー
紫外可視分光光度
計
液滴作成用カスタムメ
イドマイクロ化学チッ
プ

合計

物品名

超低温フリーザ

分光蛍光光度計

スキャナータイプ画
像解析装置
マルチモードマイク
ロプレートリーダー
PC制御画像認識
付卓上型ロボット

その他 英文校正料、学会参加・論文掲載料等

直接経費計

間接経費計

物品費 スキャナータイプ画像解析装置等の装置と消耗品等

旅費 研究発表、情報収集旅費等

謝金・人件費等 研究支援者給与

直接経費

間接経費

合計

備考

実施状況報告書（平成23年度）　助成金の執行状況
本様式の内容は一般に公表されます

直接経費

間接経費

合計


